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外
国
貿
易
用
の
コ
ン
テ
ナ
船
に
お
い
て
は
大
深
度
（
十
五
ｍ
以
上
）
の
岸
壁
を
必
要
と
す
る
大
型
船
の
導
入
が
進
ん
で
い

る
。
大
型
船
は
、
運
航
の
効
率
性
を
引
き
上
げ
る
た
め
に
、
特
に
欧
州
や
北
米
航
路
に
お
い
て
、
寄
港
地
を
絞
り
込
む
傾
向
に

あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
我
が
国
の
港
湾
に
つ
い
て
は
国
際
コ
ン
テ
ナ
船
の
寄
港
地
に
選
択
さ
れ
な
い
傾
向
に
あ
り
、
国
際
基

幹
航
路
に
お
け
る
我
が
国
へ
の
寄
港
回
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
。 

 

一
方
で
、
我
が
国
の
日
本
海
側
の
港
湾
か
ら
韓
国
の
釜
山
港
な
ど
を
経
由
し
て
輸
送
す
る
海
外
ト
ラ
ン
シ
ッ
プ
が
増
加
す
る

傾
向
に
あ
る
。 

 

我
が
国
か
ら
直
接
海
外
へ
の
輸
送
が
で
き
な
く
な
れ
ば
、
海
上
輸
送
コ
ス
ト
の
増
大
に
繋
が
り
、
ひ
い
て
は
我
が
国
の
産
業

の
国
際
競
争
力
を
削
が
れ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
国
際
コ
ン
テ
ナ
戦
略
港
湾
で
あ
る
京
浜
港
と
阪
神
港
の

国
際
競
争
力
強
化
が
急
務
で
あ
る
。 

 

大
阪
港
に
お
け
る
大
深
度
を
有
す
る
岸
壁
は
北
港
南
地
区
（
夢
洲
）
国
際
海
上
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
み
で
あ
り
、
北
港

南
地
区
は
西
日
本
に
お
け
る
国
際
コ
ン
テ
ナ
戦
略
港
湾
と
し
て
重
要
で
あ
る
と
こ
ろ
、
以
下
、
質
問
す
る
。 
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一 

国
際
基
幹
航
路
に
お
け
る
我
が
国
へ
の
寄
港
回
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
我
が
国
の
港
湾
が
海
上
コ
ン

テ
ナ
輸
送
に
お
い
て
国
際
競
争
力
を
失
い
つ
つ
あ
る
こ
と
の
表
れ
で
あ
る
と
考
え
る
と
こ
ろ
、
政
府
の
問
題
意
識
と
対
策
は

如
何
に
。 

二 

国
際
貿
易
と
外
貿
コ
ン
テ
ナ
貨
物
は
、
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
の
影
響
で
変
動
は
あ
る
も
の
の
、
年
々
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
、

大
阪
港
の
港
湾
計
画
に
お
い
て
北
港
南
地
区
に
お
い
て
も
コ
ン
テ
ナ
取
扱
量
の
拡
大
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
コ
ン
テ
ナ
の
蔵
置
・
受
渡
し
等
を
行
う
荷
捌
き
地
の
拡
張
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
先
を
見
据
え
て
、
大
阪
港

で
唯
一
の
大
深
度
岸
壁
を
有
す
る
北
港
南
地
区
（
夢
洲
）
国
際
海
上
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
効
率
的
に
運
用
で
き
る
よ
う

に
拡
張
余
地
を
確
保
す
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
は
如
何
に
。 

三 

大
阪
府
お
よ
び
大
阪
市
は
夢
洲
地
区
特
定
複
合
観
光
施
設
の
建
設
を
予
定
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
り
北
港
南
地
区
（
夢

洲
）
国
際
海
上
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
拡
張
余
地
が
狭
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
国
際
戦
略
港
湾
競
争
力
強
化
に
反
す
る

と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
は
如
何
に
。 

四 

大
阪
港
は
、
淀
川
と
大
和
川
の
河
口
に
位
置
し
、
土
砂
が
堆
積
す
る
。
港
湾
の
深
度
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
定
期
的
に

浚
渫
が
必
要
で
あ
り
、
浚
渫
土
砂
の
処
分
場
の
確
保
も
併
せ
て
重
要
で
あ
る
。
夢
洲
地
区
の
廃
棄
物
処
理
場
は
大
阪
市
が
保
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有
す
る
唯
一
の
最
終
処
分
場
で
あ
り
、
収
容
能
力
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
は
重
要
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
は
如
何
に
。 

五 
北
港
南
地
区
（
夢
洲
）
国
際
海
上
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
は
夢
舞
大
橋
と
夢
咲
ト
ン
ネ
ル
の
二
つ
で

あ
る
。
今
後
は
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
経
済
回
復
や
海
外
ト
ラ
ン
シ
ッ
プ
回
避
対
策
な
ど
か
ら
道
路
で
の
交
通
量
の
増
加
が
予

想
さ
れ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
二
〇
二
五
年
国
際
博
覧
会
の
建
設
工
事
の
た
め
の
車
両
が
流
入
す
れ
ば
、
渋
滞
が
発
生
し
か

ね
な
い
と
懸
念
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
大
阪
・
夢
洲
地
区
特
定
複
合
観
光
施
設
の
区
域
整
備
計
画
が
認
可
さ
れ
て
建
設
工
事
が

ス
タ
ー
ト
す
れ
ば
渋
滞
の
激
化
が
懸
念
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
建
設
工
事
に
か
か
る
車
両
の
流
入
に
よ
っ
て
、
コ
ン
テ
ナ
物

流
が
滞
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
政
府
の
見
解
は
如
何
に
。 

六 

大
阪
市
長
は
夢
洲
地
区
に
つ
い
て
「
負
の
遺
産
」
と
発
言
し
た
が
、
大
阪
港
の
北
港
南
地
区
は
国
際
海
上
コ
ン
テ
ナ
タ
ー

ミ
ナ
ル
と
し
て
極
め
て
重
要
な
位
置
づ
け
で
あ
り
、
廃
棄
物
最
終
処
分
場
も
兼
ね
備
え
た
我
が
国
の
国
際
物
流
の
中
心
の
一

つ
で
あ
る
と
考
え
る
。
政
府
は
、
夢
洲
を
負
の
遺
産
と
認
識
し
て
い
る
か
。 

 

右
質
問
す
る
。 


